
西ドリームネットによる取組

学力向上への取組

令和７年度 西連携型小中一貫校

学校要覧
《教育目標》 未来を切り拓く力をもった子どもの育成

かしこく
自ら学び自ら考える子

やさしく
心豊かで思いやりのある子

たくましく
健康でたくましい子

児
童
生
徒
数

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 (人)

美土里小 ５１ ４５ ５５ ５６ ４７ ７８ ３３２

平井小 １６ ３２ ２０ ２９ １９ ３０ １４６

日野小 ０ １ ３ ０ １ ６ １１

西 中 ８２ １０７ ９６ ２８５

計 ６７ ７８ ７８ ８５ ６７ １１４ ８２ １０７ ９６ ７７４

9年間をつなぐ特色ある活動

藤岡市立西中学校
〒375-0054 藤岡市上大塚639番地
TEL(0274)22-0704  FAX(0274)22-0458

藤岡市立美土里小学校
〒375-0052 藤岡市下大塚222番地
TEL(0274)22-2545  FAX(0274)22-2862

藤岡市立日野小学校
〒375-0045 藤岡市金井658番地
TEL(0274)22-0824  FAX(0274)22-0255

「自信」をはぐくむ取組

やる気を高める取組 いじめ防止への取組

体力向上への取組

読書活動の充実

学校・保護者・地域が目指
す子ども像を共有し、協働し
て子どもたちを育てます。
児童生徒が地域の方々と
ふれあい、「自信」をつける
場面を設定します。

９年間の学びのつながりを
踏まえた西連携型小中一貫
校としての授業スタンダード
に基づき、ＩＣＴを有効に活
用し、児童生徒が主体的に
学べるようにします。また、
教科担任制も推進します。

運動量を確保し、
主体的に運動に取
り組む、運動好きの
子どもを育てます。

児童生徒による主体的
な活動を充実させます。特
に、「スマイルハイタッチあ
いさつ運動」や「ＨＡPPYは
あとふるツリー運動」などに
より、いじめの未然防止に
努めます。

児童生徒のよさを認め・ほめ・
伸ばし、「やる気」を高める指導
を心がけます。
子どもたちの自主的・実践的
な活動を推進し、自治的な活動
へと発展させ、共感的な人間関
係を醸成します。

朝読書や家読、読み聞
かせ、図書ボランティア
との連携・協働を通して、
読書に親しむ環境を充
実させ、読書好きの子ど
もを育てます。

藤岡市立平井小学校
〒375-0041 藤岡市緑埜388番地
TEL(0274)22-0705  FAX(0274)22-0757

【西連携型小中一貫校のカリキュラム】
○学校要覧
９年間の教育プランがわかります。(本リーフレットの内面)

○学びの系統表
９年間で学ぶ学習内容のつながりがわかります。

○年間指導計画
９年間で学ぶ学年毎の学習内容がわかります。

○教科指導の重点
各教科で力を入れたい指導内容がわかります。

○西ドリームネット年間計画
各校でのボランティア活用の年間計画がわかります。

平井小

美土里小 日野小

西 中

【小中一貫教育の指導体制】
○一貫校としての連携・協働

理科・・・・平井小・日野小では小小連携、西中と美土里小では小中連携で指導を充実させます。
英語・・・・西中英語教員が小学校英語を担当し、指導を充実させます。

ＡＬＴが４校の英語の授業を支援します。これらにより、９年間の学びを充実させます。

○西ドリームネットのボランティアによる学習サポートの推進

・読み聞かせ・体力測定・学習支援・運動支援・登校時の見守り・昔遊び・郷土料理等の支援。
・ボランティアネットワークセンター「ウイズ」と連携し、SDGsに基づく人や環境にやさしい活動を展開します。

学びのつながりを踏まえた授業
・「これまで ここでは このあとは」を黒板に掲示
・「めあて」「まとめ」「振り返り」のある授業
・「つなぎ教材」を考えるヒントにします。

健康づくりへの取組

「できる人が、できる時
に、できることを、笑顔
で」を合い言葉に、ボラン
ティアや各種団体の方々
が子どもたちへの支援を
行います。

「笑顔いっぱい健康ＷＥＳ
Ｔ」の活動により、自分の健
康に対する関心を高めます。
また、「姿勢」「体幹」「睡
眠時間」等に着目し、基本
的生活習慣の確立を目指
します。

一貫校

児童生徒の主体的な学びを実現させる

自分の考えを表現できる授業
・これまでの学びを生かして、どんな手段や方法が
有効かを考えさせたり、試行錯誤をさせたりしな
がら、自分の意見や考えをもてるようにします。
・言葉や文章、図、絵、身体表現などを用いて、自分
の考えを伝えられるようにします。

やる気の生徒指導を踏まえた授業
・生徒指導の４視点(自己決定・自己存在感・共感的人
間関係・安全安心な風土)でやる気を高めます。
・ネームプレートの活用で一人一人を大切にします。

ICTを効果的に活用した授業
・タブレットＰＣとノートを併用します。
・全ての学年、教科で個々のスキルに応じて
課題解決をします。（個別最適な学び）
・互いに考えを伝え合うことで、学習を深め
ます。（協働的な学び）


